
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
光学観察部材と超音波走査部材とが挿入部の先端に併設され、照明用ライトガイドと超音
波信号ケーブルとが操作部から延出されて外部の光源装置と超音波信号制御装置とに別々
に接続される超音波内視鏡において、
上記照明用ライトガイドと上記超音波信号ケーブルとを、上記操作部から出る部分では一
つの共通通過孔に通すと共に、その外側に隣接する位置で分岐させて、互いに独立した可
撓性の保護管内に挿通配置したことを特徴とする超音波内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、光学観察部材と超音波走査部材とが挿入部の先端に併設された超音波内視鏡
に関する。
【０００２】
【従来の技術】
超音波内視鏡においては、光学観察のための照明用ライトガイドと超音波信号ケーブルと
を外部の光源装置と超音波信号制御装置とに接続する必要がある。
【０００３】
ただし、光源装置と超音波信号制御装置とは一体化されていないのが普通なので、光源装
置及び超音波信号制御装置への接続部は、照明用ライトガイドと超音波信号ケーブルとが
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分離された構造をとることになる。
【０００４】
そこで従来は、図９に示されるように、照明用ライトガイドが挿通配置された可撓性のラ
イトガイド保護管１１と超音波信号ケーブルが挿通配置された可撓性の超音波信号ケーブ
ル保護管１２とを、操作部１から別々に延出させたものと、図１０に示されるように、操
作部１から延出する一本の可撓性の共通保護管１０を、途中でライトガイド保護管１１と
超音波信号ケーブル保護管１２とに分岐させたものとがある。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、図９に示されるようなライトガイド保護管１１と超音波信号ケーブル保護管１２
とが完全に分離された構造のものは、照明用ライトガイドと超音波信号ケーブルとを操作
部１の別々の位置から外方へ引き出さなければならないので、組み立て及び分解修理の際
の作業性が悪い欠点がある。
【０００６】
一方、図１０に示されるようなライトガイド保護管１１と超音波信号ケーブル保護管１２
とを中間で分岐した構造のものは、分岐部２０を構成する一塊の部材が検査中に術者の周
囲に引き回されて操作の妨げになる欠点がある。
【０００７】
そこで本発明は、照明用ライトガイドと超音波信号ケーブルとを、組み立て及び分解修理
の際の作業性がよく、しかも操作性を妨げないように操作部から延出させた構造の超音波
内視鏡を提供することを目的とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
上記の目的を達成するため、本発明の超音波内視鏡は、光学観察部材と超音波走査部材と
が挿入部の先端に併設され、照明用ライトガイドと超音波信号ケーブルとが操作部から延
出されて外部の光源装置と超音波信号制御装置とに別々に接続される超音波内視鏡におい
て、照明用ライトガイドと超音波信号ケーブルとを、操作部から出る部分では一つの共通
通過孔に通すと共に、その外側に隣接する位置で分岐させて、互いに独立した可撓性の保
護管内に挿通配置したものである。
【０００９】
【発明の実施の形態】
図面を参照して本発明の実施例を説明する。
図２は超音波内視鏡の側面図であり、操作部１の下端に連結された挿入部２の先端に、対
物光学系等が内蔵された光学観察対物部３と、超音波プローブ等が配置された超音波走査
部４とが並んで設けられている。
【００１０】
光学観察対物部３内の対物光学系による被写体の結像位置には固体撮像素子が配置されて
いて、固体撮像素子から撮像信号が送出されるようになっている。ただし、イメージガイ
ドファイババンドルによって観察像を伝達してもよい。
【００１１】
操作部１の上半部の後面からは、平面図である図１にも示されるように、照明用のライト
ガイドファイババンドル６が挿通配置された可撓性のライトガイド保護管１１と、超音波
信号ケーブル８が挿通配置された可撓性の超音波信号ケーブル保護管１２とが延出してい
る。
【００１２】
ライトガイドファイババンドル６と超音波信号ケーブル８とは、操作部１から延出する部
分では後述する一つの共通通過孔２１ａに通されて、そのすぐ外側に隣接して設けられた
分岐部２０において分岐され、互いに独立して設けられたライトガイド保護管１１内と超
音波信号ケーブル保護管１２内とに分けて挿通配置されている。１３と１４は、ライトガ
イド保護管１１の端部と超音波信号ケーブル保護管１２の端部が各々急激に曲がるのを緩
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和するための折れ止めである。
【００１３】
超音波信号ケーブル保護管１２の先端には、図示されていない超音波信号制御装置に接続
される超音波信号コネクタ１９が連結され、ライトガイド保護管１１の先端には、図示さ
れていない光源装置兼ビデオプロセッサに接続されるライトガイドコネクタ１５が連結さ
れている。１６はライトガイド接続管、１７は撮像信号コネクタ、１８は送気送水口金で
あり、ライトガイドコネクタ１５の裏面側には吸引口金等が配置されている。
【００１４】
図３は分岐部２０を拡大して示しており、一本の筒状の共通支持筒２１が操作部１から後
方に向けて突設されており、共通支持筒２１の内部空間が、ライトガイドファイババンド
ル６と超音波信号ケーブル８を通す共通通過孔２１ａになっている。
【００１５】
IV－ IV断面を示す図４にも示されるように、共通支持筒２１の共通通過孔２１ａ内には、
照明用ライトガイドファイババンドル６、撮像信号ケーブル７、超音波信号ケーブル８の
他、送気、送水、吸引用のチューブ等が一束になって挿通されている。
【００１６】
共通支持筒２１の突端には、ライトガイド保護管１１の基端口金１１ａと超音波信号ケー
ブル保護管１２の基端口金１２ａとが並んで連結された分岐部支持部材２２が固定されて
いる。１２ｂは、超音波信号ケーブル保護管１２の基端口金１２ａと折れ止め１４とを分
岐部支持部材２２に連結する連結口金である。
【００１７】
そして、超音波信号ケーブル８は、共通支持筒２１の側壁に形成された分岐孔２１ｂから
共通支持筒２１外に出されて、Ｖ－Ｖ断面を示す図５にも示されるように超音波信号ケー
ブル保護管１２内に導かれ、ライトガイドファイババンドル６と撮像信号ケーブル７は、
チューブ類等と共に共通支持筒２１の共通通過孔２１ａ内を真っ直ぐに通過してライトガ
イド保護管１１内に導かれている。
【００１８】
図３に示される２３は、超音波信号ケーブル８が分岐部２０において露出するのを防止す
るための分岐部カバーである。２４は、分岐部カバー２３を装着するために必要な空間を
外装するための空間カバーであり、ゴム環２５によって締め付け固定されている。
【００１９】
図６ないし図８は、分岐部２０の組み立て工程を示しており、ライトガイドファイババン
ドル６及び超音波信号ケーブル８等内蔵物の図示は省略されている。
図６に示されるように、超音波信号ケーブル保護管１２は連結口金１２ｂを介して予め分
岐部支持部材２２に取り付けられており、ゴム環２５は広げて操作部１側に退避させ、分
岐部カバー２３を遊ばせた状態で、分岐部支持部材２２、ライトガイド保護管１１及び折
れ止め１３等を順に連結接続し、図７に示されるように、共通支持筒２１とライトガイド
保護管１１の基端口金１１ａとをビス２６で固定する。
【００２０】
そして最後に、図８に示されるように、分岐部カバー２３を後方に移動させて超音波信号
ケーブル８の通過部分を外装してビス２６で固定し、分岐部カバー２３が移動した空間に
空間カバー２４を取り付け、その外側をゴム環２５で締め付けて固定する。
【００２１】
【発明の効果】
本発明によれば、照明用ライトガイドと超音波信号ケーブルとを、操作部から出る部分で
は一つの共通通過孔に通すと共に、その外側に隣接する位置で分岐させて、互いに独立し
た可撓性の保護管内に挿通配置したことにより、組み立て及び分解修理が容易で作業性が
よく、しかも保護管の途中に連結部等がないので術者の操作性を妨げない優れた効果を奏
する。
【図面の簡単な説明】
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【図１】本発明の実施例の超音波内視鏡の平面図である。
【図２】本発明の実施例の超音波内視鏡の側面図である。
【図３】本発明の実施例の超音波内視鏡のライトガイド保護管と超音波信号ケーブル保護
管の分岐部の拡大平面断面図である。
【図４】本発明の実施例の超音波内視鏡の図３における IV－ IV断面図である。
【図５】本発明の実施例の超音波内視鏡の図３におけるＶ－Ｖ断面図である。
【図６】本発明の実施例の超音波内視鏡のライトガイド保護管と超音波信号ケーブル保護
管の分岐部の組み立て工程を示す分解図である。
【図７】本発明の実施例の超音波内視鏡のライトガイド保護管と超音波信号ケーブル保護
管の分岐部の組み立て工程を示す分解図である。
【図８】本発明の実施例の超音波内視鏡のライトガイド保護管と超音波信号ケーブル保護
管の分岐部の組み立て工程を示す分解図である。
【図９】従来の超音波内視鏡の第１の例の平面図である。
【図１０】従来の超音波内視鏡の第２の例の平面図である。
【符号の説明】
１　操作部
２　挿入部
３　光学観察対物部
４　超音波走査部
６　ライトガイドファイババンドル（照明用ライトガイド）
８　超音波信号ケーブル
１１　ライトガイド保護管
１２　超音波信号ケーブル保護管
２０　分岐部
２１　共通支持筒
２１ａ　共通通過孔
２１ｂ　分岐孔
２２　分岐部支持部材
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】
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